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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月17日(2013.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ＨＬＢ８～１３のアルキルエチレンオキサイド型界面活性剤と、
（Ｂ）油性成分１０～４０質量％と、
（Ｃ）水とを含有する組成物であって、
　成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量比が、（Ａ）：（Ｃ）＝２０：８０～７０：３０であり
、
　該組成物がディスコンティニュアスミセルキュービック液晶相であることを特徴とする
化粧料。
【請求項２】
　請求項１に記載の化粧料において、前記化粧料が洗浄剤組成物であることを特徴とする
化粧料。
【請求項３】
　請求項２に記載の化粧料において、該洗浄剤組成物が、皮膚又は毛髪洗浄料であること
を特徴とする化粧料。
【請求項４】
　請求項２に記載の化粧料において、該洗浄剤組成物が、メーククレンジング基剤である
ことを特徴とする化粧料。
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【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の化粧料において、さらに、（Ｄ）多価アルコール及び
／又は糖を含有することを特徴とする化粧料。
【請求項６】
　請求項５に記載の化粧料において、成分（Ｄ）が、ポリエチレングリコール及び／又は
ソルビトールであることを特徴とする化粧料。
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